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Ⅴ．特記事項 

1．キャリアサポート体制 学生と社会のニーズに応えるきめ細かなキャリア支援体制 

本学の就職率は全国有数の水準を長年維持しており、令和 4(2022)年度実績は学部卒業

生が 98.2%、研究科修了生が 98.4%である。この高水準の基盤は、キャリア支援部と学科・

専攻の緊密な連携である。キャリア支援部の各職員は、特定の学科・専攻を複数年度にわ

たって専担し、キャリア支援担当教員や卒業研究・修士論文指導教員と密に連絡を取りつ

つ、学生一人一人の状況に応じてきめ細かな支援を行っている。例えば、個別相談・指導

の回数は、学生一人に対して年間 20 回に及ぶ場合がある。また、本学独自のキャリア支援

行事として、300 社以上の企業が集う合同説明会、各業界トップ企業による業界セミナー、

本学学生に特化したインターンシップの実施など、学生のキャリア意識向上を促進する多

様な機会を数多く提供している。こうした支援体制により、令和 4(2022)年度就職決定者

を対象としたアンケート調査では、99.5%が「就職先に満足・ほぼ満足している」と回答

している。 

高い就職率を達成している別の土台となっているのは、本学卒業生・修了生に対する 34

倍（令和 3(2021)年度実績）を超える極めて高い求人倍率である。この数値は、本学の「学

修成果に関する卒業時の質保証」への社会からの期待値と解釈できる。この質保証を支え

る要因の一つが、「基準 3」で記載の「ディプロマ・サプリメントシステム」を基盤とした

自律学修支援型教育体制である。また、「基準項目 4－4」に記した教育研究施設は、学生

の教育環境拡充という点で有効に機能している。大学や個々の教員が関与する企業・自治

体・公共団体等との地域連携活動に、学生を参画させることも、実践的な学修成果や経験

獲得の機会となっている。令和 4(2022)年度「鳥人間コンテスト」で審査員特別賞を受賞

した人力飛行機プロジェクトなど、活発に行われており、学生プロジェクトや課外活動も、

本学学生の資質・能力向上に大きく寄与している。 

2．地域の理工教育支援 

本学では、所在地の大阪府をはじめ地域の理工教育の発展のため、本学が有する教育環

境を活用し、探究学習及び課題研究に取組む本学園外の高等学校等を支援し、理工系人材

の育成に貢献している。この事業を推進するための組織として、副学長をリーダーとした

「理工教育支援運営委員会」を設置（入試部に理工教育支援室を併設）し、大阪府教育委

員会（「科学の甲子園大阪府大会」「大阪府生徒研究発表会」の共催、大阪府教育センター

所属教員研修等）、大阪府下の高等学校（スーパーサイエンスハイスクール指定校への課題

研究サポート等）、神戸市立高等学校（設置学校への課題研究サポート）と連携した取組み

を行っている。 

この事業は学生募集とは一線を画した取組みであり、本学のソフト（人）とハード（施

設設備）を有効活用して高等学校等における「総合的な探究の時間」や研究発表などの正

課活動の支援に留まらず、生徒の各種競技会・コンテスト出場への足掛かりや教員研修に

まで進展している。 

高等学校では令和 4(2022)年度入学生からの「情報Ⅰ」の必履修化や GIGA スクール構

想などにより教育の情報化が進展している。また、社会全体においても AI・データサイエ

ンスへの関心が高まりを見せている。これらを踏まえ、今後は、DX 人材の育成につなが

る取組みを強化し、地域の理工系総合教育拠点として活動を一層強化する。 


